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ガイダンス／チ ーム分け［4/15]
0ガイダンスと自己紹介の後、 編集チ ー ムと広報チ ー ムの2チ ー ムをつくる。

高校生の時からやりたい授業だったから、
いよいよ始まるんだ！と緊張した反面、嬉
しかった。 （伊藤）

自己紹介から、おしゃれな人しかいなくて緊張し
てた。面白そうと思って入ったけど、めっちゃ大変
そうで 一 年間の苦労を覚悟した。広報部と編集部、
悩んだ末に広報部に入った！SNS運用楽しみ…！

（本田）

OCやパンフレットで楽しそうだなと思っ
ててとってみた！抽選だったけど受かって
めっちゃ嬉しい！思ってたよりも人数多く
て自己紹介緊張した！

（渡邊）

2
 

編集会議・広報会議[4/22]

0巻頭コラムやアンケ ー トペ ー ジの企画、 広報企画などを決める編集会議 ・ 広報会議。
0デザイナ ー 連絡担当、 カメラマン連絡担当、 ポ ーラ社連絡担当を選出。
0フェアリ ー ジャパンPOLAやポ ーラについての下取材。
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やりたいこと決めたり、みんなの意見が聞けて面白かった。今週から
SNS運用 …！めっちゃ緊張した。
でもめっちゃ楽しい！どうやったらバズるか考えるの好きご

（本田）

広報選んだけど初めてできたらしくて何から始めれ
ばいいかわからず困惑lだけど、選択肢が無限大で
わくわくする！リ ー ダーやるって立候補したけど、上
手く務まるか不安でいつばいだった。

（渡邊）

3
オリエンテ ー ション／メ ー ク実演 [4/29]
0ポ ーラ広報・山村実香さんによるポ ーラの活動についてのご説明。
0美容コ ー チ ・ 中岡弘喜さんによるフェアリ ー ジャパンPOLA団体メ ー クの実演。

ポ ー ラさんのオリエンテ ー ション。これは
取材の第一 歩！
実演は半顔だけのメ ー クだったけど、素顔
とは全然違っていて 「すげ～！」って感じ
だった。
みんなの質問が鋭すぎて質問するの怖
かった…と

（本田）

ポ ー ラの方と実際に会って取材することができた！
取材対象の方と会ってお話ができるなんて、滅多にない機会でとても恵まれて
いると感じた。メ ー クをしている姿を見ていて、メ ー クの素晴らしさや、変化が
大きく出ることに感動した。とても良い経験になった。

（渡邊）

台割確定／担当ペー ジ
‘

決定 [5/13]

0台割を確定し、 誰がどのペ ー ジを担当するかを決定。

今日はどのペ ー ジを担当するか決めた。
色々やりたいペ ー ジがあって迷ったが、
やっばり取材を体験してみたかったこと
と、メ ー クと衣装という内容が面白そう
だったため、P17の衣装のペ ー ジを希望
した。同じ担当になった人に迷惑をか
けないように一生懸命頑張りたい。

（渡邊）
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デザイン打合せ準備 ーサムネイル作成 [5/20]

0デザイナ ーとの打合せの準備として、 企画内容がわかるサムネイルを作成。

0見出し、 リ ード、 小見出し、 本文、 画像など、 誌面を構成する必要要素を入れ込む。

今日はサムネイルを先生とメンバ ーで話し合った。 サムネイルを考える

際に見やすさやわかりやすさ、 レイアウトの綺麗に見える配置など考え

たが、 必要要素をもれなく伝えることの方が重要だと理解した。 まだ編

集の序盤の時点で焦りを感じた。 ーから生み出すことの難しさを改めて

実感したと同時に今世の中に出ている雑誌や本の大変さを知ってもっと

大事にゆっくり読もうと考えた。

（渡追）

デザイン打合せ [5/27]

0デザイナ ー • 岡本一 宣さんの事務所に伺い、 デザインの打合せを行う 。

0企画の説明をして、 ビジュアルのアイディアとアドバイスをいただく。

デザイン事務所に入った瞬間、 想像以上に緊張感のある空間

だったので驚きました。

ですが同時に、 いよいよ制作に入っていく んだと強く実感し

ました。

プロの方と雑誌作りを させていただけるのはとても責重な経

験になると思うので、 できる限り多くの学びを吸収したいです。

（伊藤）

サムネイルを 完成させるまで何回もやり直して、 時間使ってギリギリに間に

合わせたので、 ま ず提出できる安心感と、 不安感が同時に襄ってきて心

臓バクバクでした。 事務所に入ると The プロという空気感と気迫が伝わっ

てきて肌がビリビリしました、 ほか の人たちは順調に進んでいる印象だっ

たけれど、 私たちは、 岡本さんへの説明が上手く出来ま せんでした。 ま た、

私たちのペ ー ジは、 他のペ ー ジとはレイアウトが違うので、 全面的にサム

ネイルを見直すことになって正直 心が折れそうでした。 先生が 一生懸命

フォロ ー ＆解説をして下さって申し訳ない気持ちと、 尊敬の気持ちが込み

上げていました。

打合せのあと、 広報インスタ担当で今後について作戦会議をしたことで少

しずつ方針が決まりました！これ からどんどん忙しくなってキャパオ ーバー

になるけど、 最後まで走りきるために頑張ります！

（渡邊）

7
取材準備ー取材アポイントメントをとる／インタビュー準備

取材の練習／お礼状の準備 [6 月］
0取材依頼メールを作成。 0インタビューの質問を用意→何度も直す。

0取材の練習。 0取材後にすぐにお礼状（お礼メール）を出せるように準備。

0自分の連絡先を書いた名刺を用意し、 名刺交換の練習。

アポメー ルはググ ればテンプ

レー トがざかざか出てくるわけ

だが、 相手への 気遣いをそこ

にどこまで盛り込めるかが鍵

になりそうと思った。

取材の練習は、 見てるだけで

もかなり勉強になる。 先生が

仰った 「一 問 一 答形式にしな

い」「プレゼンにならないよう

にすべし」「その人にしか語れ

ないことを語ってもらう」というアドバイスは かなり刺さった。 会話を上手く広げ

ながら相手の話を引き出せねばならない。 取材というもの を正直祇めてか か って

いた自身を大いに恥じることとなる講義だった。 （I.C.）

カメラマンとの打合せ[ 6/1 OJ
0プロカメラマン ・ 奥村暢欣さんと撮影の打合せ。 毎年Visionsの撮影をしてくださって

いる奥村さんから取材についてのアドバイスもいただく。

奥村さんが仰っていた通りポー ラ様や 体操協会への取材をする際には 「私

たちが取材をさせていただく 」立場であること、 「先方の貴重なお時間を頂

いている」 ことを念頭に、どのように撮影するの か、どの ような取材を行うの

か を予め完璧に近い状態に ま とめておくことが重要であると再認識した。 そ

して、 取材までに事前準備として相手の ことについて調 べ ておく べきことや、

質問する内容をしっかり再考すべきだ。

（長谷川）

，
表4撮影[6/24]
OVisionsをつ くった34人の写真を学生 ・ 伊藤碧さんが撮影。

今日は母校訪問の動画を見たあと、 裏表紙用の撮

影を行った。 みんなポーズに迷っていたが、 とても

個性豊か だったので撮っていてと ても楽しか った。

カメラマンという職業にも少し興味があり、 Visions

を履修するにあたって、 カメラマンという職業に触

れることも一つの目標だったので、 今回撮影を担当

させてもらえてVisionsでしかできない体験ができた。

（伊藤）
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レイアウト回しの準備[7/8、7/15]
0サムネイルの作成

0画像の整理。

0見出し、 リ ー ド、 小見出しを書くる。

原稿執筆[9~10月］
0決められた文字数の中で情報を取捨選択し、 読者にわかりやすい原稿を書く。

0事実関係に誤りがないか取材先に確認。

0何度も書き直しをして原稿を完成させる。

7/8 

今日はレイアウト回しの準備を行った。 以前のVisionsを参考にしなが

ら構成を考えたが、 想像以上に文字数が少なく、 情報の取捨選択が

大事だと思った。 デザイン事務所訪問までに全体像が分かるように詰

めていきたい。 （小野寺）

7/15 

デザイン事務所訪問に向けてのサムネイル の確認と、 巻頭コラムの内

容打ち合わせを行った。

サムネイル確認はどのグル ープも苦戦している様子が伺えた。時間が

無い中で、 完成形まで持っていかなければいけないため頑張らないと

いけないなと感じた。

巻頭コラムの打ち合わせでは、 巻頭コラムの方向性がやっと固まった

様に感じた。 まだ取材に行けていないという焦りと、 これから取材が

待ち受けている緊張があるが、 全員で協力していいペ ー ジを作れるよ

うに 頑張りたい。 （黒岩）

私が担当したペ ー ジは、1ペ ー ジに複数人紹介するため伝えたい情報が

多く、 見やすいサムネイルづくりに苦戦しました。 実際に、 最初はか

なり欲張ったサムネイルでしたが、 約7回修正を重ねて完成させました。

ですが、 「紹介するお二人は、2ショットで撮影した写真を使いたい！」

というこだわりは変えずに形にできました。 （小林）

12 
レイアウト回し［7/22]

0岡本 一宣デザイン事務所に伺い、

サムネイル、 見出しなどのテキスト、 画像をお渡ししてレイアウトを依頼。

それぞれのペ ー ジごと、 私たちはレイアウト回しのための準備

を進め、 岡本デザイン事務所へと足を踏み入れました。 プロと

して活躍されるデザイナ ー の方々との対面に、 私は緊張しなが

らも、 胸の高嗚りを感じていました。他の学生たちとデザイナ ー

の方々との話を聞きながら、 自分含め全員の準備不足を実感し

ました。 私はデザイナ ー さんとのパイプ役を担いました。 デザ

イナ ー さんの名剌をいただき、 たくさんのやり取りを通して、 学

生気分から一 緒に仕事に取り組む1人としての意識へと変わった

ように思います。デザイン修正依頼の連絡係として、 たくさんの

要望や生徒たちの意見をまとめるのはとても大変でしたが、自分

含め学生ー同学び多き経験を経て、 成長を感じることができま

した。 （）1［原）

10/7 

取材でお世話になった方々に原稿確認のためのメ ー ル

送信、 確認依頼のメ ー ル文章の作成を行った。

また、 原稿で不安がある箇所は元永先生のアドバイス

をもらい、 字数の確認や文の直しを行なった。

それぞれ原稿の完成版に向けてグル ープで何度も話し

合いながら取り組んだ。

残りの限られた時間でまだまだやることがたくさんあ

るが、 み んなで助け合いながら 『Visions』をより良

いものにしていきたい。

（長沼）

初めての原稿執筆は想像以上に難しく、 30分以上の取材内容を限ら

れた文字数に収めることに苦戦しました。最初は取材内容を詰め込

みすぎてまとまりのない文章になり、 言い回しや構成について先生か

ら厳しい指導を受けました。 泣きそうになりながら何度も書き直し、

7回ほど修正を重ねた末に、 ようやく納得のいく原稿を完成させるこ

とができました。 その時の達成感はこれからも忘れられない大切な

思い出になると思います。

（藤川）

私は何度も何度も原稿の訂正し、先生とのやりとりは

5回にも及びました。 どのように文章を構成すれば、

限られた文字数の中で取材相手独自の良さを分かり

やすく読者に伝えることができるのかということを最

優先に考え推敲を重ねました。 一番苦労した点は自

身の語彙力の低さにより何度も同じ言葉を文章中で

使ってしまうことでした。自分の伝えたいことを他の

言い方で考えたり先生に教えをもらい、 より納得の

いく原稿になりました。 （若月）

，
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14 
入稿と印刷工程のレクチャ ー [9/30]
o 『Visions』の印刷をお願いする千代田プリントメディアの早乙女和弘さん、

横溝彩萌さんにお越しいただき、 入稿方法と印刷工程について教えていただく。

9/30 

『V isions』を印刷してくださる千代田プリントメディア

さんによる入稿と印刷のレクチャ ーを受けた。

今回の授業で特に印象的だったのは、 印刷物をル ーペ

で拡大すると網点がはっきりと見えたことである。 様々

な色をシアン、 マゼンダ、 イエロ ー、 ブラックだけで

表現できることに驚き、 印刷の技術に感心した。 パソ

コンなどの大画面で見ると写真などの画質が悪くなる

のはこういった理由なんだと気づいた。

雑誌の仕様や印刷の基礎知識など細かく教わることが

できたため、 一つまた詳しくなった気分で嬉しかった。

秋学期初の Visionsで緊張もありましたが、 あと半年間

駆け抜けていきたいと思う。 原稿の締め切りも迫って、

大変だけど頑張ろう！

（滝下）

15 
入稿準備・入稿 [10/7~10/21 ]

0割付（デザイン）と原稿に合番を付ける。

0見出しやデザインに修正があれば、 デザイナ ーに修正を依頼。

0入稿サ ーバ ーに原稿を入れる。

0本割付と原稿を印刷会社に持っていき、 不備がないか確認を受ける。

10/14 

千代田プリントメディアさんへの入稿の準備として、

合番入れや原稿修正を行なった。 また、 デザイン

の確認と修正依頼を行なった。

『Visions』入稿への第 一 歩であり、 みんなも必死

に入稿準備を進めた。

分からないことだらけで、 テンパりまくりで授業中

に終わらない班がほとんどだったが、 どうにか気

合いで終わらせることができた。 次回の入稿に向

けて気合いを入れていきたい。

（本田）

16 
初校～初校戻し[11 /4 、 11/11 、 11/18]
0校正の方法を学ぶ。

0取材先に確認依頼メ ー ルを送信し、 修正を初校に反映する。

0プロの校正者、 みね工房の平野海さんに校正を依頼。 校正者の赤を反映する。

0デザインの修正が必要な部分は、 デザイナ ーに修正の依頼を行う。

＼ 

11/4 

初校正。 各グル ープで集合し、 自分達の関わったペー ジに目を

通し赤ペンを入れていく。 他グル ープのペー ジにも目を通し、 互い

に気になる点や校正方法を聞いたり教えたりした。 修正の入れ方に

も色々やり方があったが、 結果としては 「修正 点が分かりやすい」 

ことが最も大切と先生からアドバイスが。 間違いや自分の目で見て

感じた疑問点をグル ープメンバ ーと相談しながら、 ひたすらに赤を

入れる作業は緊張感があったと思う。

本誌の完成に向け、 ラストスパートがかかっている。 まだ気を抜か

ずにいきたい。 （ I.C.）

11/11 

校正者の方から返ってきた校正で自分が気づけていなかった誤字脱字や矛盾がまだ

沢山あったことに驚きました。 また、 自分の確認不足を痛感しました。

私が担当している表4のみんなのコメントも直すところが沢山あって大変でしたが、

雑誌制作に携わっている実感を強く感じた時間でした。 （伊藤）

10/21 

千代田プリントメディアを訪問し入稿した。

千代田プリントメディアさんでは3人の方が対応して

くださった。 その対応が早く丁寧でスム ーズに進め

られたことに驚いた。

大きな問題もなく、 想像以上に順調に進行できて

安心した。 次回もこの流れで進められるよう、 引

き続き丁寧な準備を心がけたい。 今後も細かいと

ころに気をつけて完成度を高めていきたい。

（横島）

11/18 

今日は千代田プリントメディア様に伺って初校戻しを行った。 前回同様優

しく教えて頂いた事もあり、 スム ーズに作業が行われたように感じた。 初

めての校正だったこともあり、 伝わるかどうか緊張したが漏れなく伝わっ

た様で一 安心。 Visionsがかなり完成に近付いていることを改めて実感し

たのでより一 層気を引き締めて作業に取り掛かろうと思った。

（内山）

11 12 
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17 
再校～校了[11 /25、12/2、12/9]
0初校の赤字が修正されているか確認。

0校了に向けて最終の校正。

0デザインの修正依頼。

印刷所立ち合い[12/16]
0千代田プリントメディア 越谷工場で印刷立ち合い。
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11/25 
今日は最後のデザイン修正と再校を行った。 ひとつのミスもないよう、
全員が集中して確認と修正を行っていた。 春から目まぐるしく制作し
てきた Visions の完成まであと一 歩となり、「本当に完成するんだ」と
いう達成感と、 少しの寂しさを感じた。 雑誌として、 世間に出して
恥ずかしくないものを作れるよう最後まで気を引き締めて頑張りたい。

（小野寺）

12/9 
Visions、 校了しました！千代田プリントメディア様に訪問し、 校了
紙を渡しました。 3度目の訪問です が、 最終確認ということもあり、
いつも以上に緊張した空気が走っていました。 雑誌の完成が近づき、
緊張とともに、達成感を感じました。 （滝下）

自分が作成した文章と何度も向き合って書き直すことはとても
難しかったです。 最後の最後までどの表現がベストなものなの
かを考え、 取材時にイ司った言葉だけでなく、 感じた雰囲気な
ど もその都度思い出し ながら試行錯誤し、 再校でも最終の原
稿修正をしました。 言葉と向き合う良い機会になりました。

（山本）

12/16 
千代田プリントメディア越谷工場に行き、 実際に Visions
が印刷されているところを見学しました。
実際に印刷されているところを生で見ることができ、また、
印刷所の方々が丁寧に教えてくださり、 知らなかったこ
とが知れて貴重な経験でした。
初めてのことばかりでとてもドキドキ、 ワクワクしました。

（長沼）

19 
完成～お礼状と掲載誌送付[12/23]

12/23 
ついに 『Visions vol.14』が完成！今までデザインは何
度も見てきたはず なのに製本した状態は 「初めて見た」
みたいにすごく新鮮でした。 先塑たちが言っていた r手に
取った時の感動」 ってこれのことなんだなと実感しました。
早くたくさんの人に見てもらいたいです！

（本田）

13 14 
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